
一 般 質 問 一 般 質 問

12ふじみ野市議会だより第 51号〔H30.11.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 51号〔2018年９月定例会〕13

市政を問う！  一般質問
　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、18人の議員が一般質
問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての質問と回答は市議会ホームペー
ジの会議録で閲覧できます。（11月下旬掲載予定）

苗
間
第
２
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
の
推
移
を
見

守
る
中
で
検
討
を
進
め
る
と

な
っ
て
い
た
が
、
進
捗
状
況

は
。

現
時
点
で
は
、
具
体
的

な
実
施
段
階
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
引
き
続
き
検
討
を

し
て
い
く
。

旧
商
工
会
大
井
支
所
を
地

域
の
貸
館
と
し
て
活
用
は

地
域
住
民
が
集
会
や
文

化
活
動
な
ど
が
で
き
る
貸
館

と
し
て
の
利
用
が
で
き
な
い

か
。

地
域
の
利
用
ニ
ー
ズ
等

の
把
握
な
ど
に
よ
り
、
貸
館

も
含
め
よ
り
有
効
な
活
用
方

法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

大
井
弁
天
の
森
保
存
促
進
を

民
有
地
の
取
得
状
況
と

整
備
計
画
や
財
源
対
応
策
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

約
60

％
の
進
捗
状
況
で

あ
る
。
今
後
も
、
国
の
交
付

金
や
緑
の
基
金
な
ど
を
活
用

し
て
豊
か
な
緑
を
保
全
し
て

い
く
。

所
有
者
不
明
私
道
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
対
応

一
部
所
有
者
不
明
の
私

道
の
補
修
工
事
な
ど
が
行
え

る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
国

よ
り
示
さ
れ
た
が
、
対
応
は
。

要
綱
を
制
定
し
小
規
模

な
穴
埋
め
の
補
修
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
、
国
や
他
市
の

動
向
を
注
視
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

地
震
や
災
害
の
発
生
時

の
浄
水
場
の
対
応
は
。

定
期
的
な
点
検
を
行

い
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い

る
。
平
成
29

年
度
に
大
井
浄

水
場
第
２
配
水
池
を
耐
震
改

修
し
た
。
福
岡
浄
水
場
は
平

成
31

年
度
に
第
４
配
水
池
の

耐
震
補
強
工
事
を
計
画
し
て

い
る
。
停
電
が
発
生
し
た
場

合
は
、
両
浄
水
場
に
配
備
し

た
発
電
機
と
備
蓄
燃
料
で
対

応
す
る
。

　

管
路
に
つ
い
て
も
県
内
で

６
番
目
の
耐
震
化
率
で
、
万

一
の
場
合
は
管
工
事
業
協
同

組
合
を
中
心
に
早
期
復
旧
に

努
め
る
。
資
材
の
確
保
、
ま

た
計
画
的
な
施
設
の
修
繕
を

し
、
耐
震
化
に
努
め
る
。

道
路
・
歩
道
の
整
備

歩
道
と
道
路
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
。

平
成
17

年
４
月
か
ら
段

差
の
な
い
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
形

式
で
整
備
を
進
め
て
い
る
。

縁
石
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
つ

い
て
も
、
危
険
と
思
わ
れ
る

も
の
は
撤
去
ま
た
は
整
備
を

進
め
る
。

共
生
社
会
を
目
指
し
て

地
域
共
生
社
会
の
促
進

は
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
が
、
次
世
代
育

成
、
福
祉
支
援
、
環
境
保
全

な
ど
地
域
に
暮
ら
す
人
々
が

地
域
に
貢
献
で
き
る
支
援
策

を
検
討
し
て
い
く
。

消
防
団
の
支
援
充
実
強
化

に
向
け
て

加
藤
恵
一 
議
員

基
金
等
の
効
率
的
運
用
を

渡
辺　

大 
議
員

内
水
被
害
の
検
証
と
対
策

災
害
時
の
水
の
確
保
は

大
築　

守 

議
員

山
田
敏
夫 

議
員

地
域
に
貢
献
す
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
環
境
改
善

島
田
和
泉 
議
員

平
成
29

年
10

月
に
発
生

し
た
台
風
第
21

号
に
お
け
る

川
越
市
内
水
浸
水
検
証
委

員
会
の
答
申
に
対
す
る
、
今

後
の
市
の
雨
水
対
策
は
。

中
長
期
的
な
ハ
ー
ド
対

策
に
つ
い
て
、
国
や
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
浸
水
原

因
の
分
析
を
も
と
に
、
慎
重

に
施
設
の
規
模
や
機
能
に
よ

る
効
果
、
整
備
時
期
な
ど
を

総
合
的
に
検
討
し
、
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。

部
活
動
の
在
り
方
は

行
き
過
ぎ
た
練
習
や
担

当
教
員
の
過
度
な
負
担
を
な

く
す
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が

策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
市
教
育
委
員
会
の

対
応
は
。

国
、
県
の
方
針
を
踏
ま

え
、
部
活
動
の
意
義
や
指
導

の
在
り
方
、
活
動
時
間
や
休

養
日
等
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

明
記
し
、
来
年
度
実
施
に
向

け
て
準
備
を
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
統
合

大
井
中
央
公
民
館
と
大

井
図
書
館
を
含
む
生
涯
学
習

施
設
の
在
り
方
は
。

新
た
な
文
化
施
設
と
し

て
公
民
館
機
能
、
図
書
館
機

能
、
ホ
ー
ル
機
能
を
持
た
せ

た
総
合
的
な
生
涯
学
習
施
設

と
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
文
化
振

興
審
議
会
の
諮
問
を
経
て
整

備
方
針
を
決
定
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

苗
間
み
ほ
の
地
区
の

住
居
表
示
実
施
の
検
討
は

西　

和
彦 

議
員

自治組織で行う朝のラジオ体操

自
治
組
織
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

推
進
・
自
治
組
織
ご
と
の
運

営
情
報
を
公
開
す
る
方
法

は
。

自
治
組
織
で
ホ
ー
ペ
ー

ジ
や
Ｆ
a
c
e
b
o
o
k
等
を

活
用
し
活
動
内
容
を
公
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
市

の
サ
ポ
ー
ト
は
駅
前
Ｃ

こ

Ｏ

Ｃ
こ

Ｏ
か
ら
便
で
活
動
掲
載
を

し
て
い
る
。
今
後
、
自
治
組

織
向
け
I
C
T
活
用
講
座
な

ど
の
実
施
に
よ
り
、
環
境
整

備
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
た

い
。

市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
を
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
導
入
で
効
率
化

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
技
術
を

活
用
し
た
運
用
方
法
に
つ
い

て
検
討
の
可
能
性
は
。

乗
降
客
は
現
在
増
加
傾

向
だ
が
、
コ
ー
ス
や
時
間
帯

で
少
な
い
便
も
あ
り
、
利
用

促
進
策
や
運
行
の
効
率
化
に

つ
い
て
検
討
を
続
け
た
い
。

災
害
時
リ
ス
ク
へ
の
事
前

対
策
に
つ
い
て

主
要
道
路
な
ど
路
面
下

空
洞
化
対
策
は
。

平
成
26

年
度
に
路
面
下

空
洞
調
査
を
実
施
し
、
修
繕

し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
、

特
に
主
要
幹
線
に
つ
い
て
路

面
下
空
洞
調
査
の
実
施
を
検

討
す
る
。

基
金
の
一
括
運
用
、
売

り
現
先
（
債
券
を
担
保
と
す

る
一
時
的
な
低
利
借
入
）
の

活
用
や
、
指
定
金
融
機
関
か

ら
の
当
座
借
越
枠
を
設
定
す

る
な
ど
の
方
法
が
有
効
で
あ

る
。
財
産
運
用
収
入
は
、
税

収
増
の
場
合
と
異
な
り
地
方

交
付
税
が
減
額
さ
れ
ず
効
果

的
で
あ
る
。
市
の
今
後
の
資

金
運
用
の
考
え
方
は
。

一
括
運
用
、
売
り
現
先

等
効
率
的
な
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

市
職
員
の
採
用
・
登
用
に

ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

は
、
女
性
の
経
済
的
自
立
が

重
要
な
要
素
で
あ

る
。
市
役
所
は
、

権
利
保
護
が
充
実

し
て
お
り
、
女
性

が
働
く
に
は
す
ば

ら
し
い
環
境
。
市

職
員
の
採
用
・
登

用
に
当
た
っ
て
、

ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
を
。

積
極
的
に
研
究
し
て
い

く
。

小
中
学
生
に
対
す
る
歯
科

口
腔
教
育
・
食
育
を

市
内
中
学
１
年
生
の
一

人
平
均
む
し
歯
数
は
埼
玉
県

の
中
で
４
番
目
に
多
く
、
小

中
学
生
の
歯
科
口
腔
教
育
の

必
要
性
は
高
い
。
市
内
の
給

食
の
残ざ

ん

し滓
率
は
小
学
校

22

％
、
中
学
校
21

％
と
な
っ

て
い
る
。
全
国
平
均
は
、
約

6

・
9

％
で
あ
り
、
食
育
の

必
要
性
も
高
い
。
市
の
考
え

は
。
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旧商工会大井支所

学
生
に
対
す
る
加
入
促

進
に
取
り
組
ん
で
は
。

学
生
が
入
団
し
た
際
は

増
員
と
な
る
一
方
、
卒
業
後

の
課
題
な
ど
も
あ
る
た
め
、

消
防
団
の
将
来
を
見
据
え
た

制
度
設
計
を
関
係
機
関
と

研
究
す
る
。

市
内
の
店
舗
に
消
防
団

応
援
の
店
の
登
録
を
促
し
て

は
。

全
国
に
チ
ェ
ー
ン
展
開

す
る
企
業
や
パ
パ
マ
マ
応
援

シ
ョ
ッ
プ
、
自
動
車
教
習
所

に
お
け
る
準
中
型
免
許
取
得

の
割
引
な
ど
、
関
係
機
関
に

協
力
依
頼
を
実
施
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

本
市
の
魅
力
ア
ッ
プ

返
礼
品
拡
充
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
。

本
年
度
、
市
内
在
住
の

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
や
市
内
在

住
の
漫
画
家
が
描
く
似
顔
絵

な
ど
返
礼
品
を
加
え
、
現
在

27

品
目
ま
で
に
拡
充
し
た
。

市
の
魅
力
を
市
内
外
に
広

く
発
信
す
る
た
め
に

今
後
の
具
体
的
な
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展

開
方
法
は
。

具
体
的
に
は
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
と
し
て
行
政
か

ら
の
発
信
だ
け
で
な
く
、
市

民
と
一
緒
に
な
り
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
よ
り
広
い
共
感

を
得
る
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
未
来
政
策
会
議
の
メ

ン
バ
ー
と
検
討
を
重
ね
る
。

オリジナルの返礼品


